
あなたは今、エチレン・ディブロマイド、ウィルスによっ

て変異したカビ、アルミとバリウムのナノ微粒子、正体不

明の生命活動をする物質を呼吸している 
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比較的手つかずの地球を示しているこの写真は、1969 年と 1972 年の間のアポロ・ミッシ

ョンの間に撮られたものである。地球は、美しい青と白の宝石のように、それを覆う靄も輝

きもなしに空間に浮かんでいる。これがケムトレイル以前の時代の地球だった。 

 

  

これを次の、ケムトレイルの時代になって撮った２，３枚の写真と比較してみよう。ショッ

キングではないか？ 
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血液テストが安全基準の 150倍も高いバリウムを検出 

 

あなたの血液には、毒性レベルのバリウムとアルミニウムが含まれているだろうか？ ア

リゾナ州に住む多くの人々が、安全と考えられる値の 150 倍も高い量のアルミニウムとバ

リウムを、血液中にもっていることが発見された。その多く人々が古典的なバリウム中毒症

状を経験しつつある。バリウムは免疫組織を破損し、心臓や肺の筋肉を含む全面的な麻痺に

至ることもある、吸収量に比例した筋委縮を引き起こす。 

 

アリゾナは、1997年以来、他の地方と同様にひどいケムトレイルを経験してきた。したが

ってアメリカ全土に広がって、毒性レベルのバリウムとアルミニウムの問題があると考え

るべき十分な理由がある。 

 

アメリカ人の平均余命が 69.3歳にまで低下 

 

あなたの寿命の 8年はどれほどの価値があるだろうか？ 2003年には、アメリカ人の平均

余命は 77.6歳であった。2003年以降のこの 69.3歳までの、6年以内に 8歳以上というこ

の短縮は、驚愕すべき情報である。この期間はちょうど、アメリカ全土で、ほとんど毎日と

いうペースで、休みなしのケムトレイル散布が行われた時期に一致する。空中を漂う微粒子

の増加が、ケムトレイルに曝された人々の死亡率の増加に一致することを証明する、豊富な

科学的研究があり、この顕著な寿命の短縮の要因であることは、あまりにも明らかだ。 

 

アイダホ州で広がるケムトレイル病、ケムトレイルに鎮静剤――「アイダホ・

オブザーバー」 

 

2006 年 8 月 28 日付「アイダホ・オブザーバー」に発表された報告によると、最近の実験

の結果、ケムトレイルのサンプルに次のようなものが発見された――炭疽病と肺炎を含む

バクテリア、acetylcholine chloride を含む 9つの化学物質、ヒ素、鉛、バリウム、水銀、

ウラニウムなど 26の重金属、4種のカビと菌類、7種のウィルス、2種の癌、2種のワクチ

ン、および 2種の鎮静剤。 

 

高度に汚染された患者たち――医者はケムトレイルが原因だと言う 

 

あるアリゾナ州の医師は、患者たちに高濃度のバリウム汚染を発見して後、はっきりとこう

言っている―― 

「患者はよく、頭痛、sinus congestion、ぜんそく、耳の感染病でやってきます。…私はこ

れは、我々の政府が我々の空気中に撒いている化学物質が原因だと思います！  



…私が患者の何人かに行っている「毛髪分析」実験はすべて、高いレベルのバリウムを示し

ています。私自身の毛髪も高レベルのバリウムを示しました。…毛髪中の高濃度のバリウム

は、消化からバリウムが蓄積されるか、髪が外から汚染されるか、どちらかであることを示

すものです。私は、そんなことは起こっていないと言う政府が、我々の環境を攻撃している

ことが気がかりです。…一歩外に出て空を見上げさえすれば、我々の税金がそこに使われて

いるのがわかるでしょう。」 

 

ケムトレイル・ポリマーがモルゲロンスを起こさせる？ 

 

  

（ケムトレイル・エアロゾルの繊維、60倍に拡大してある、上） 

 

「ポリマー（高分子）化学者 Dr. R. Michael Castleは、長年、大気中のポリマーを研究し

てきた。彼は、そのあるものはある種の生命活動をする物質を含んでおり、“それが皮膚に

吸収されると、深刻な皮膚疾患や病気を起こさせることがある”のを発見した。彼は、ウィ

ルスを使って遺伝子操作した菌類からなる微視的なポリマーを突き止めた。何兆という菌

類/ウィルスが胞子を突然変異させ、これが強力なマイコトキシンを分泌し、我々の呼吸す

る空気の一部になっている、と彼は言っている。」 

 

Jan Smithは 10年以上も、モルゲロンス/ナノテクノロジー病に苦しんでおり、彼女の感動

的な研究と記録は、このゾッとする新しい病気の謎を解き明かそうとする人々のトップに

彼女を立たせた。下のリンクに提供されている研究と記録は、必読の文献となっている。こ

の情報を、あなたの医者、諸議会議員、またメディアに回してくださるようお願いします。 

 



  


